
犬猫も人も
幸せになろう

ご協力していただいた方々

ケンの家
横浜市医療局動物愛護センター

犬猫の殺処分数は
年々減って来ています。

ですが...まだ０になって
いません。飼育放棄数を減
らすことが殺処分数減少に

繋がっていきます。

現状・問題点
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問題解決につなげるために、
ケンの家さん・横浜医療局動物愛護センター
の方にインタビューをさせていただきました

殺処分は行き場を失った犬猫だけでなく、体が不自由で
これ以上生きていくには苦痛がある犬猫も殺処分になってしまいます。（麻酔薬を注射）
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私達がすべきこと

「可愛い！」という軽い気持ちだけで
動物を飼うのはやめてください。

必ず10年先のことを
しっかりと考えましょう。

（年を取っても一緒に暮らせるか）
（亡くなった時、引き取り手がいるか）

すでに犬猫を飼っている方は、
排泄物の処理をし清潔に保ち

日頃から犬猫と一緒に遊んだりして
愛情をたっぷりと伝えてあげましょう

一人ひとりの意識が犬猫の幸せに繋がります。
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